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1.  平成23年2月期第1四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第1四半期 7,870 68.5 △67 ― △279 ― △364 ―
22年2月期第1四半期 4,670 ― △34 ― 996 ― 1,153 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第1四半期 △22.33 ―
22年2月期第1四半期 73.62 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第1四半期 38,911 28,285 72.7 1,731.90
22年2月期 36,560 28,654 78.4 1,754.48

（参考） 自己資本   23年2月期第1四半期  28,285百万円 22年2月期  28,654百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
23年２月期の期末の配当予想につきましては、現時点では未定であります。 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年2月期 ―
23年2月期 

（予想）
0.00 ― ― ―

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

17,720 69.5 △260 ― △570 ― △710 ― △43.47

通期 32,970 42.1 △320 ― △630 ― △850 ― △52.05

－1－



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお 
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、４ページ定性的情報・財務諸表等３．連結業績予 
想に関する定性的情報をご覧ください。 
２．当社の売上高の大半が輸出であることから当社の業績は外国為替相場に大きく影響を受けます。今後の外国為替相場の動向が不透明ななことから、
23年2月期の期末配当は現時点では未定とさせていただきます。期末配当の見通しの決定は、第２四半期の実績が確定し、下期の見通しが立つ10月頃を
予定しております。 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期第1四半期 16,333,000株 22年2月期  16,333,000株
② 期末自己株式数 23年2月期第1四半期  1,002株 22年2月期  1,002株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 23年2月期第1四半期 16,331,998株 22年2月期第1四半期 15,665,003株
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当社グループの主力市場である米国、欧州及び中国市場の当第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平

成22年５月31日まで）の経済は、米国におきましては、政府による景気刺激策の効果等により、景気は回復基調に

ありますが、住宅市場では販売が引き続き低迷しており、住宅差押件数、在庫とも高止まりしていることから、先

行き不透明な状態が続いております。欧州におきましては、景気は緩やかな回復過程には転じておりますがその回

復力は弱く、ギリシャのソブリン危機に端を発した金融市場の緊張により、急速に先行き不透明感が高まっており

ます。一方中国におきましては、第１四半期の実質ＧＤＰ成長率（平成22年１月から３月まで）は前期比年率

11.9％となり、２四半期連続の２桁成長が続いております。 

当社グループが属する建設機械業界におきましては、前年同期と比較して米国、欧州及び中国で需要は増加しま

した。 

このような環境の中で当社グループは前年同期と比較して、米国及び欧州におきましては景気の回復によるミニ

ショベル、油圧ショベル及びクローラーローダーの需要の増加により、当第１四半期連結会計期間の販売台数が増

加しました。中国におきましても、需要の増加及び販売強化に取り組んだことによりミニショベル及び油圧ショベ

ルの当第１四半期連結会計期間の販売台数が増加しました。しかし、リーマンショック以降の持続的な円高局面

は、当社グループ製品の利益率の低下をもたらしております。これらの状況に対処するため、当社グループは、生

産ラインの時間短縮などの効率向上、部品の共通化及び海外調達による原価低減、経費の見直しによる削減、さら

に役員報酬及び管理職手当の減額を引き続き実施しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は販売台数の増加により、78億7千万円（前年同期比68.5％増

加）になりました。 

利益面につきましては、売上高は増加しましたが円高により外貨建売上の円換算額が目減りしていることによ

り、売上原価率が悪化し営業損失は６千７百万円（前年同期は、３千４百万円の営業損失）となりました。経常損

益は、英ポンド・ユーロ建資産について当第１四半期連結会計期間末の為替相場が、前連結会計年度末に対して円

高になったことなどにより、２億４千万円の為替差損が発生し、２億７千９百万円（前年同期は、９億９千６百万

円の経常利益）の経常損失になりました。四半期純損失は、税金費用を８千３百万円計上したことなどにより、３

億６千４百万円（前年同期は、11億５千３百万円の四半期純利益）となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 建設機械事業 

建設機械事業では、米国、欧州及び中国においてミニショベル、油圧ショベル及びクローラーローダーの需要

が増加し、販売台数が増加しました。この結果、売上高は77億１千４百万円（前年同期比70.9％増加）、営業利

益は６千１百万円（前年同期比41.9％減少）となりました。 

② その他事業 

  その他事業では、撹拌機の販売が減少したことにより、売上高は１億５千６百万円（前年同期比0.9％減少）、

営業利益は５百万円（前年同期は、１百万円の営業損失）となりました。 

  

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 日本 

日本では、欧州向けミニショベル及び油圧ショベルの販売台数が増加したことにより、売上高は35億８千万円

（前年同期比109.6％増加）、営業損失は２億８千４百万円（前年同期は、２億８千８百万円の営業損失）とな

りました。  

② 北米 

北米では、ミニショベル、油圧ショベル及びクローラーローダーの販売台数が増加したことにより、売上高は

11億８千５百万円（前年同期比10.2％増加）、営業利益は２千８百万円（前年同期比20.7％増加）となりまし

た。 

③ 欧州 

欧州では、ミニショベル及び油圧ショベルの販売台数が増加したことにより、売上高は14億３千６百万円（前

年同期比1.7％減少）、営業利益は、５千６百万円（前年同期比94.3％増加）となりました。  

④ アジア 

アジアでは、中国でのミニショベル及び油圧ショベルの販売台数が増加したことにより、売上高は16億６千７

百万円（前年同期比291.7％増加）、営業利益は１億４千９百万円（前年同期は、２百万円の営業利益）となり

ました。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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①資産、負債及び純資産の状況  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ23億５千１百万円増加し、389億１千１百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金が18億９千万円減少しましたが、販売の増加に伴い受取手形及び売掛金が42

億４千５百万円増加したことによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ27億２千万円増加し、106億２千６百万円となりました。これは主に借入金の返済

により、短期借入金と１年内返済予定の長期借入金の合計額が６億３千万円減少しましたが、生産台数が増加したこ

とにより支払手形及び買掛金が32億５千３百万円増加したことによるものです。  

純資産は前連結会計年度末に比べ３億６千８百万円減少し、282億８千５百万円となりました。これは、主に利益剰

余金が３億６千４百万円減少したことによるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況  

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

16億３千４百万円減少し、54億１百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により使用した資金は７億５千６百万円（前年同期は、18億８千４百万円の収入）となりました。 

これは主に、減価償却費１億８千９百万円、貸倒引当金の増加額１億１千５百万円、たな卸資産の減少額２億２千

３百万円、仕入債務の増加額33億３千万円などの収入がありましたが、税金等調整前四半期純損失２億８千１百万

円、売上債権の増加額44億６千６百万円などの支出によるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動により使用した資金は２億３百万円（前年同期比５千４百万円増加）となりました。これは主に、有形固

定資産の売却４千８百万円などの収入がありましたが、定期預金の純増加額２億４千４百万円などの支出によるもの

です。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により使用した資金は６億２千８百万円（前年同期比３億５千万円減少）となりました。これは主に、短

期借入金の純増加額３億７千２百万円の収入がありましたが、長期借入金の返済による支出10億円などの支出による

ものです。 

  

  

平成22年４月14日に発表しました平成23年２月期の第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきまして

は、次のとおり修正しました。詳細は、本日平成22年７月９日発表の「平成23年２月期第２四半期累計期間及び通

期の業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

なお、本業績予想における第２四半期以降の外国為替レートは、１米ドル=90円、１英ポンド=135円、 

１ユーロ=112円、１人民元=13.3円を前提としております。 

  

第２四半期累計期間連結業績予想 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり四半期

純利益 

  

前回予想（A） 

百万円

18,000 

百万円

△100 

百万円

△100 

百万円 

△190 

円 銭

△11.63 

今回修正（B） 17,720 △260 △570 △710 △43.47 

増減額（B―A） △280 △160 △470 △520 － 

増減率（％）  △1.6 － － － － 
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通期連結業績予想 

  

（参考）第２四半期累計期間個別業績予想  

  

（参考）通期個別業績予想  

  

  

  該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当期純

利益 

  

前回予想（A） 

百万円

33,600 

百万円

△90 

百万円

△90 

百万円 

△250 

円 銭

△15.31 

今回修正（B） 32,970 △320 △630 △850 △52.05 

増減額（B―A） △630 △230 △540 △600 － 

増減率（％）  △1.9 － － － － 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり四半期

純利益 

  

前回予想（A） 

百万円

14,700 

百万円

△430 

百万円

△400 

百万円 

△410 

円 銭

△25.10 

今回修正（B） 14,410 △890 △1,120 △1,130 △69.19 

増減額（B―A） △290 △460 △720 △720 － 

増減率（％）  △2.0 － － － － 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当期純

利益 

  

前回予想（A） 

百万円

27,000 

百万円

△630 

百万円

△540 

百万円 

△570 

円 銭

△34.90 

今回修正（B） 26,550 △1,200 △1,370 △1,400 △85.72 

増減額（B―A） △450 △570 △830 △830 － 

増減率（％）  △1.7 － － － － 

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,282,334 7,172,573

受取手形及び売掛金 12,746,113 8,500,534

有価証券 1,199,554 699,554

商品及び製品 7,094,441 8,145,047

仕掛品 1,221,705 1,094,515

原材料及び貯蔵品 2,015,631 1,392,433

繰延税金資産 211,624 298,272

その他 462,961 438,338

貸倒引当金 △44,468 △32,218

流動資産合計 30,189,897 27,709,050

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,805,694 3,884,052

機械装置及び運搬具（純額） 1,513,953 1,653,706

土地 2,303,424 2,328,169

その他（純額） 319,753 346,907

有形固定資産合計 7,942,825 8,212,835

無形固定資産 265,473 277,206

投資その他の資産   

その他 650,062 394,240

貸倒引当金 △136,441 △33,326

投資その他の資産合計 513,621 360,914

固定資産合計 8,721,920 8,850,957

資産合計 38,911,818 36,560,008
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,443,816 4,189,943

短期借入金 1,362,334 992,706

1年内返済予定の長期借入金 － 1,000,000

未払法人税等 49,433 57,356

賞与引当金 91,000 49,410

製品保証引当金 289,491 294,269

その他 1,070,284 1,003,678

流動負債合計 10,306,360 7,587,364

固定負債   

退職給付引当金 45,510 46,603

役員退職慰労引当金 210,283 215,652

債務保証損失引当金 9,965 －

その他 54,345 56,149

固定負債合計 320,105 318,404

負債合計 10,626,465 7,905,769

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,632,948 3,632,948

資本剰余金 3,631,665 3,631,665

利益剰余金 22,787,373 23,151,986

自己株式 △3,164 △3,164

株主資本合計 30,048,822 30,413,434

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △12,665 △10,274

為替換算調整勘定 △1,750,803 △1,748,921

評価・換算差額等合計 △1,763,469 △1,759,196

純資産合計 28,285,352 28,654,238

負債純資産合計 38,911,818 36,560,008
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 4,670,656 7,870,735

売上原価 3,788,728 6,755,556

売上総利益 881,927 1,115,178

販売費及び一般管理費   

運搬費 110,335 229,326

製品保証引当金繰入額 69,749 80,184

貸倒引当金繰入額 50,163 115,605

債務保証損失引当金繰入額 － 9,716

役員報酬 30,133 31,441

給料及び手当 250,411 242,762

賞与引当金繰入額 5,922 11,473

退職給付費用 12,547 10,434

役員退職慰労引当金繰入額 2,500 2,521

その他 384,690 448,869

販売費及び一般管理費合計 916,453 1,182,335

営業損失（△） △34,525 △67,156

営業外収益   

受取利息 10,101 5,466

受取配当金 42 －

助成金収入 78,890 －

補助金収入 － 27,000

保険解約返戻金 95,195 －

為替差益 877,014 －

その他 13,503 11,242

営業外収益合計 1,074,747 43,708

営業外費用   

支払利息 15,746 5,569

売上債権売却損 7,269 －

株式交付費 8,030 －

為替差損 － 240,863

その他 12,948 9,780

営業外費用合計 43,996 256,214

経常利益又は経常損失（△） 996,226 △279,662

特別利益   

固定資産売却益 5,377 －

投資有価証券売却益 1,298 －

貸倒引当金戻入額 325,890 －

特別利益合計 332,566 －

特別損失   

固定資産売却損 21 828

固定資産除却損 309 900

投資有価証券評価損 － 208

特別損失合計 331 1,936

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,328,461 △281,599

法人税、住民税及び事業税 37,308 △4,715

法人税等調整額 137,947 87,728

法人税等合計 175,255 83,013

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,153,205 △364,612
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

1,328,461 △281,599

減価償却費 229,675 189,382

株式交付費 8,030 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △270,738 115,938

賞与引当金の増減額（△は減少） 25,379 41,589

製品保証引当金の増減額（△は減少） △5,220 △5,723

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,279 △1,092

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △25,423 △5,368

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） － 9,716

受取利息及び受取配当金 △10,144 △5,466

支払利息 15,746 5,569

為替差損益（△は益） △126,047 58,072

投資有価証券売却損益（△は益） △1,298 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 208

固定資産売却損益（△は益） △5,356 828

固定資産除却損 309 900

売上債権の増減額（△は増加） 1,257,456 △4,466,569

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,951,924 223,509

仕入債務の増減額（△は減少） △2,490,017 3,330,038

その他の資産の増減額（△は増加） 108,737 △16,699

その他の負債の増減額（△は減少） △12,127 50,827

その他 △208 △390

小計 1,985,419 △756,327

利息及び配当金の受取額 9,787 5,091

利息の支払額 △6,267 △2,302

法人税等の支払額 △104,329 △3,023

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,884,610 △756,561

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △59,100 △244,100

有形固定資産の取得による支出 △96,197 △6,596

有形固定資産の売却による収入 8,119 48,901

無形固定資産の取得による支出 △3,863 △1,500

投資有価証券の売却による収入 3,480 －

貸付けによる支出 △1,060 △220

貸付金の回収による収入 575 554

その他 △997 △154

投資活動によるキャッシュ・フロー △149,043 △203,114

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,515,200 372,353

長期借入金の返済による支出 － △1,000,000

株式の発行による収入 613,953 －

自己株式の取得による支出 △54 －

配当金の支払額 △77,662 △150

リース債務の返済による支出 － △378

財務活動によるキャッシュ・フロー △978,963 △628,176

現金及び現金同等物に係る換算差額 64,570 △46,486

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 821,173 △1,634,338

現金及び現金同等物の期首残高 2,419,959 7,035,692

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,241,132 5,401,354
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 該当事項はありません。 

  

     前第１四半期連結累計期間（自平成21年３月１日 至平成21年５月31日） 

  

（注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の種類別区分によっております。 

２．各区分に属する主要な製品 

建設機械事業・・・ミニショベル、油圧ショベル、クローラーローダー等 

その他事業 ・・・撹拌機 

３．当社の機械装置の耐用年数については、従来５～17年としておりましたが、法人税法の改正を契機として資

産の利用状況を見直した結果、主要な機械装置の耐用年数を短縮するとともに一部の機械装置の耐用年数を

延長し、当第１四半期連結会計期間より６～17年に変更しております。この変更により、従来の方法によっ

た場合に比べて、営業利益が「建設機械事業」で24,685千円減少しております。  

    

     当第１四半期連結累計期間（自平成22年３月１日 至平成22年５月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の種類別区分によっております。 

２．各区分に属する主要な製品 

 建設機械事業・・・ミニショベル、油圧ショベル、クローラーローダー等 

 その他事業 ・・・撹拌機  

  

   

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

  
建設機械事業 
（千円） 

その他事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円） 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高 4,513,168 157,487 4,670,656 － 4,670,656 

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － － － 

計 4,513,168 157,487 4,670,656 － 4,670,656 

営業利益又は営業損失（△） 106,009 △1,833 104,176 △138,701 △34,525 

  
建設機械事業 
（千円） 

その他事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円） 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高  7,714,614  156,121  7,870,735  －  7,870,735

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  7,714,614  156,121  7,870,735  －  7,870,735

営業利益又は営業損失（△）  61,546  5,231  66,778  △133,934  △67,156
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前第１四半期連結累計期間（自平成21年３月１日 至平成21年５月31日） 

  

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

北米・・・米国 

欧州・・・英国、フランス 

アジア・・中国 

３．当社の機械装置の耐用年数については、従来５～17年としておりましたが、法人税法の改正を契機として資

産の利用状況を見直した結果、主要な機械装置の耐用年数を短縮するとともに一部の機械装置の耐用年数を

延長し、当第１四半期連結会計期間より６～17年に変更しております。この変更により、従来の方法によっ

た場合に比べて、営業損失が「日本」で24,685千円増加しております。 

  

     当第１四半期連結累計期間（自平成22年３月１日 至平成22年５月31日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

北米・・・米国 

欧州・・・英国、フランス 

アジア・・中国 

   

【所在地別セグメント情報】

  
日本 

（千円） 
北米 

（千円） 
欧州 

（千円） 
アジア 
(千円) 

計（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対

する売上高 
1,707,892 1,075,508 1,461,433 425,821 4,670,656 － 4,670,656

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

1,248,041 109 － － 1,248,151 △1,248,151 －

計 2,955,934 1,075,617 1,461,433 425,821 5,918,807 △1,248,151 4,670,656

営業利益又は営業損

失（△） 
△288,618 23,308 29,049 2,176 △234,084 199,559 △34,525

  
日本 

（千円） 
北米 

（千円） 
欧州 

（千円） 
アジア 
(千円) 

計（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対

する売上高 
 3,580,418  1,185,620  1,436,720  1,667,976  7,870,735  － 7,870,735

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 2,715,174  53,909  －  7,499  2,776,584  △2,776,584 －

計  6,295,593  1,239,530  1,436,720  1,675,476  10,647,320  △2,776,584 7,870,735

営業利益又は営業損

失（△） 
 △284,392  28,134  56,438  149,438  △50,381  △16,775 △67,156
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前第１四半期連結累計期間（自平成21年３月１日 至平成21年５月31日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。  

２．各区分に属する主な国又は地域 

（1）北米・・・米国 

（2）欧州・・・オーストリア、ドイツ、英国、フランス 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年３月１日 至平成22年５月31日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。  

（追加情報）  

     従来、アジア地域は「その他」に含めておりましたが、前第３四半期連結会計期間において、当該地域の

売上高が連結売上高に占める割合が高くなり、今後もその傾向が予想されるため、「アジア」として区分掲

記しております。 

     なお、前第１四半期連結累計期間の「その他」に含まれる「アジア」の海外売上高は425,821千円、連結売

上高に占める割合は9.1％であります。 

２．各区分に属する主な国又は地域。 

（1）北米・・・米国 

（2）欧州・・・オーストリア、ドイツ、英国、フランス 

（3）アジア・・中国  

 該当事項はありません。 

   

【海外売上高】

  北米 欧州 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  1,076,628  2,876,113  466,222  4,418,965

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  4,670,656

Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 23.0  61.6  10.0  94.6

  北米 欧州 アジア その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  1,219,625  4,412,893  1,667,976  241,063  7,541,559

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  －  7,870,735

Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 15.5  56.1  21.2  3.0  95.8

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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